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74 * 1 9 2 5 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0
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戦評
【総括】
本日第3試合目は、互いにオフェンス力のある京都産業大学と関西学院大学の対戦となった。試合序盤は両チーム堅
さが見られ、あまりシュートが決まらない。しかしリバウンドを積極的に取りに行った京産大がリズムを掴み、徐々に点差
を広げていく。関学大は相手の勢いのあるディフェンスやタフなシュートに気圧され、上手く流れを掴めない。前半京産
大の11点リードで後半へ突入する。後半、両チーム集中したディフェンスを見せ、均衡状態が続く。関学大は離された
点差を埋めようと積極的にゴールへアタックするも、京産大は焦りを見せずに中外バランスよく得点し、相手に付け入る
隙を与えない。59-52で京産大に軍配。京産大のインサイド陣の活躍が光る好ゲームとなった。
【第1ピリオド】
第1ピリオド序盤は両チームシュートが決まらず我慢の時間帯が続く。リバウンドを積極的に取りにいった京産大が先
制。速攻も決まり、徐々に点差を広げていく。対する関学大も#74中野や#34池嶋の1対1で得点。相手にリードを許さな
い。両チーム選手を交代させ流れを変えたいところだが、均衡状態が続く。13-7のロースコアで京産大がリード。
【第2ピリオド】
第2ピリオド、京産大が#6井林などのリバウンドで得点を重ねていく。一方の関学大は気迫のこもったディフェンスからタ
フなショットが続く。#7渡邊のドライブを中心に得点を決めていくが京産大#3高田などガード陣のシュートも決まり出し、
点差が広がっていく。31-19ロースコアのまま京産大の11点リードで前半を折り返す。
【第3ピリオド】
第3ピリオドは京産大の6連続得点でスタートする。関学大はすかさずタイムアウトを取り、#21樋口の3Pシュートで対抗
するが、なかなか点差が縮まらない。両チームタフなディフェンスで相手にシュートを決めさせない。終盤、関学大#34
池嶋が奮起し、7点差まで差を縮めるが、終了間際、京産大の3Pシュートが決まり10点差に。京産大優勢のままゲーム
は最終ピリオドへ。
【第4ピリオド】
第4ピリオド、関学大は点差を縮めるために積極的にゴールヘ向かい、フリースローで得点を積み重ねていく。しかし、
京産大もリバウンドからのセカンドショットで対抗。試合の主導権を渡さない。後がない関学大は#7渡辺が3Pシュートな
どで追いすがるが、59-52で京産大の勝利。リバウンドを取り続けた京産大が終始試合の主導権を握った。
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